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＜青明舎登録者様　情報交換＞

古舘　ヨリ様～昨日20：30本人から連絡あり。吐き気などの不調により、夜間救急の受診を考えていると相談受けている。食事摂取は、昼食は記憶になく、夕食は不食していると報告。16：00から吐き気があり、20：30まで横臥して様子を見ていたと話す。電話にて、食事摂取するよう促し、1時間後に状態確認の電話を実施、体調改善したと話している。本日デイケア来所した際に確認し、昨日の電話後食事を摂ってから復調し、夜間の睡眠も取れたと話している。

緊急時に手元にお金がないため、救急受診することもままならないと話しており、お姉様に連絡し緊急時用に1万円を手元に置いておくことを考えているとの事。

久保　清美様～生活費を受け取ることは出来ており、当面の生活には問題はないが、今後の生活費入金予定は未定。お姉様の退院までの金銭のやり取りや生活での不安等、今後の対応について面談を実施予定。今週木曜日の15：00頃から通所にて面談を行う予定としている。

繁名　和恵様～先週金曜日に不調によりデイケア欠席しているが、翌日には復調したと訪問看護に話していたと情報あり（訪問看護より）。今朝には、再度不調によりデイケアを欠席したいと連絡が入っており、欠席となっているが青明舎へ本人からの連絡が入っていない。熱はなく、食事は摂ることが出来ているとの事。

田中　一　様～咽頭痛訴え固形物の摂取が困難と話し嗄声聞かれている。食事は自分で食べやすいように工夫していると報告。休日中は発熱なく経過し、水分摂取も出来ていたと話しているが、コーラなどの炭酸やスポーツ飲料、コーヒーなどを摂取しており、刺激物や糖質の摂取過多であることを本人へ説明している。本日体温36.8℃。暫く入浴していないとの事で入浴希望あり、体調を見て入浴を進めていく。

我満奈津紀様～小学校への入金の為根城小学校へ行った際に、隣の教室の担任から娘様の出席日数が不足している為登校させるように言われたと報告あり、「どうすれば行ってくれるのか分からないから困っているのに」と、若干不安定となっている様子あり。娘様のカウンセリングの先生からは、小学校のうちは無理に登校しなくても良いと言われたと話す為、本人が抱え込んで負担としないよう説明している。今度の小学校の遠足は、奈津紀様が付き添う事で娘様が参加することに了承しているとのことで、付き添ってくると話している。

佐藤　朗子様～9/17に東京にてゲームのイベントがあると話しており、担当医から参加の許可を得ている。

袴田　隆裕様～お母様が借金をしているかもしれないと相談あり。10万円の収入のうち、3万円を家に納めたが足りないと言われて追加するうちに、総額で7万円を家に入れたとの事。又、お父様の収入も30万円程ある為、生活費が不足しているわけではないと考えているとの事。事実確認が行えていないと話す為、本人が一人で抱え込まない為にも弟様と一緒に確認してみるよう説明している。

＜事例検討＞

中村　鶴子様（49）統合失調症　デイケア利用開始：Ｈ12.5.12（10年3ヶ月）

利用日：木・金（週2日）　利用率：20％台

検討内容　現状確認

現状
· 身辺・時間・金銭の管理は自立している。

· 7月に薬を紛失することがあったが、すぐに自分で対応することが出来ている。

· 要望をスタッフに伝え、スタッフから関係するスタッフへ伝えてもらおうとすることがある。

· 本人へ自分で用事を幸房に伝えるよう説明すると、自分の問題は全て幸房に言うようにととらえてしまう事あり。説明にて捉え間違いは改善することが出来ている。

· 7月に約1年ぶりに眼球上転する事があるが、調子が悪いときや眼球上転前のサインは自覚することが出来ている。

· 以前は、食事の列に割り込むなど社会的ルールに反した行動が見られていたが、今はトラブルへと発展する可能性のある行動は見られない。

· 木曜日も利用日としているが、実際に利用されることはないため、利用日の変更など本人へ確認していく。

· 両親が認知症により介護を必要としているが、実際に介護で困ることはないとの事。兄嫁から食生活の確認を電話でされる為、ストレスとなっているが相談などの助けてもらっていることも多いと話している。

幸房からの情報
· 自分の嫌なことを避けようとすることが多い。

· 祭りの手伝いも知り合いに会うのが嫌という理由で、手伝いを行わない様子見られる。

本人からのデイケアへの希望
月に一度面談を行って欲しい

治療計画
· デイケアの定期的な利用により生活リズムを整える。

· 病状の変化やストレスを感じたときに安心して相談できる環境を提供するために、月1回の頻度で面談をする。

· 不安なことがある際は、傾聴し、不安感の軽減を図る。

＜連絡事項＞
· 9/15までに、テキスト提出・プログラム内容の入力を行う事。

· 9/15までに、ケアガイドラインに沿ったケアアセスメントを実施して、利用者管理フォルダ内の各利用者名のフォルダに保存すること。

· ふれあい秋祭りのアンケート依頼がきている為、各自提出。

＜利用者様情報＞

小笠原富治様～腰痛のため本日欠席。デイナイトケアでは起立・座位動作時に痛みがあると話しているが、青風荘では違う訴えが聞かれているとの情報あり。

田中　正士様～来所時から不機嫌な様子で話し掛けに対して返答無い事が多いが、繰り返し声掛けをすることで素っ気無い返答が聞かれている。歩行の不安定さが著明で股関節の調子が悪いことが予想される。

＜外来情報＞

藤村　翔　様～風邪症状を訴えＰＬ処方となっている。神の幻聴で、“2年以上経たないと認めない”と聞こえてくるが、頻回ではないとのこと。

晴山美智子様～青明舎の仕事斡旋が難しいとのことで、仕事は当分考えず、家事を行っていると話す。

我満奈津紀様～疲労感はあるが調子は良いとの事。娘様は学校登校できていないが、カウンセリングの先生からは家事を行うよう言われたとの事。

田中　一　様～先週金曜日から風邪薬処方となっているが変薬あり、クラビット7日分と嗽薬が処方となっている。自分の平熱の目薬が分からないとの事で、体温計を購入するよう説明。外来受診ごとに体温・血圧を測定する事としている。ハロマンス注射実施、次回採血予定。

















































